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小学４～６年生の子どもを持つ保護者が家庭で行った就学前後の性教育の実態 

 

道園亜希＊ 古田祐子＊ 佐藤繭子＊ 石村美由紀＊ 

 

The current status of sexual education provided at home by parents before and  
after their children enter elementary school 4-6 

 

Aki DOZONO Yuko FURUTA Mayuko SATO Miyuki ISHIMURA 
 

Abstract 

This study aimed to investigate the current status (content, response, and parents’ confidence) of sexual education 
provided at home by parents before and after their children enter elementary school. An anonymous self-administered 
questionnaire survey was conducted, and 277 responses returned by post were analyzed. As the results, “the situation 
and parents’ feelings when the child was born” and “kissing and sexual intercourse” were the most and least common 
subjects discussed at home, respectively. The most common subjects that parents told children the truth about were 
“How does a baby grow?” and “How did the mother feel when she had her first period?”. Whereas, the most common 
topic to which parents made vague answers or told lies was “How do you make a baby?”. A subject about which the 
parents felt most and least confident discussing was “the situation and parents’ feelings when the child was born” and 
“kissing and sexual intercourse”, respectively. More than 80% of the parents considered the need of sex education, 
and responded that they need information about sexual education. A comparison of sexual education provided before 
and after school entry revealed that there was a difference in the contents of sexual education that parents provided, 
response to children’s questions, and the number of topics that parents are not confident discussing. Although the 
parents acknowledged the importance of providing sexual education at home, they had difficulty responding and were 
not confident discussing some topics. These findings suggest the need to provide sexual education at home according 
to the stages of children’s development, and to support parents based on their needs. 
 
Key words: Preschool child, Elementary school student, Parents, Home, Sexual education 

 

要 旨 

 小学生の子どもをもつ保護者が就学前後に家庭で行った性教育の実態（内容・対応・自信状況）を明らかに

することを目的とした。無記名自記式質問紙調査により、郵送法にて回収した277部を分析対象とした。結果、

家庭での性教育経験が最も多かった内容は「子どもが産まれた時の状況や気持ち」、最も少なかったのは「キス

や性交」であった。対応で、真実を話したのは「赤ちゃんはどうやって大きくなるのか」「ママが初めて生理を

迎えた時の気持ち」が最も多かった。また、曖昧に答えたり嘘を答えた対応が最も多かったのは「赤ちゃんは

どうやったらできるのか」であった。最も自信があったのは「子どもが産まれた時の状況や気持ち」であり、

最も自信がなかったのは「キスや性交」であった。８割以上の保護者が家庭での性教育を必要と回答し、性教

育に関する情報提供を必要としていた。就学前後を比較すると、一部性教育の経験内容と対応、及び自信がな

い項目の割合の違いが明らかになった。保護者は家庭での性教育の必要性を認識しているが、内容によっては

対応に苦慮し自信が持てない状況が伺えた。これらのことから、子どもの成長発達に準じた家庭性教育が必要

であり、保護者のニーズに応じた支援の必要性が示唆された。 

 

キーワード：未就学児、小学生、保護者、家庭、性教育 
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緒 言 

 2009年に発行された「国際セクシュアリティ教育

ガイダンス」
1)
には、子どもが性に関して責任ある選

択ができる知識・スキル・価値観を身につけるため

に、５歳から段階的に性教育を実施していく必要性

が述べられている。性教育は胎児期にすでに始まっ

ており
2)
、性感情が歪められていない幼少期から性を

どう印象づけるかは、将来まで大きな影響を与える

こと
3)4)
が明らかとなっている。鏡原ら

5)
が行った女子

高校生を対象にした研究では、幼少期から家族の関

係性の中で培われた性に関する価値観が性交への自

己規制となっていた。 

 子どもにとって最も身近な保護者の性に対する価

値観や態度は、子どもの性に対する価値観の形成や

態度・行動に大きく影響する。家庭での性教育は、

学校での性教育の基盤になると考えられ、今回、子

ども達の生活拠点となる家庭での性教育に着目した。 

 今回調査対象としたＡ市のあるＢ県は、性犯罪、

10代の人工妊娠中絶率共に全国トップクラスであり、

Ａ市も同様の傾向がみられる。このような社会の中

で子ども達が自らの性と生殖に関する健康を形成・

獲得する為には、家庭での保護者の関わりがより一

層大切であり、保護者が家庭で性教育を実施するた

めの支援が必要と考える。そこで今回はその基礎研

究として、行政、大学(助産師)間の連携による家庭

における性教育支援のあり方を検討する資料とする

ために、小学４～６年生の子どもをもつ保護者が家

庭で行っている性教育の実態を明らかにすることを

目的に調査を行った。 

 なお、本研究で扱う性教育とは、生殖や性器機能

のみに焦点をあてたものではなく、ライフスキルの

獲得をも含めた生き方教育とする。現代性科学・性

教育辞典
6)
には、性教育とは、単に生理学的・解剖学

的な内容を扱う性器教育ではなく、人間関係におけ

る心理学的・社会学的な側面やその背景となる生育

環境など、人格と人格との触れ合いを含む幅広い概

念を持った教育とある。性教育は、人間の性、性的

存在としての人間の全人格と全生涯にわたるセクシ

ュアリティの教育であり、他者との繋がりや愛、自

己の性や生に対する価値観を構築するための人生教

育と考えるため、このように定義する。 

 

研究方法 

１．研究デザイン 

 無記名自記式質問紙調査票を用いた量的研究。 

２．調査対象 

 Ａ市内８校の小学校に通う４～６年生の保護者 

３．調査期間 

 平成29年７月～９月 

４．調査手順 

 Ａ市内教育委員会を通して小学校校長に研究主旨

を説明した。研究協力の同意が得られたのは、９校

中８校であり、小学校に通う４～６年生の保護者を

対象に、依頼書および調査票を配布した。調査票は

学校から児童を通して保護者へ配布し、郵送法にて

回収した。配布数1,184部、回収数277部（回収率

23.4％）、有効部数277部（有効回答率100％）であっ

た。 

５．調査内容 

 調査票は、Ａ市教育委員会、子育て支援課、社会

福祉課職員、保健師および共同研究者を含めた10名

で作成した。調査票には、小学校就学前に行った性

教育と就学後から現在までに行った具体的な性教育

内容を設定した。性教育内容の項目数は、就学前13

項目、就学後15項目とし、追加２項目は「二次性徴」

と「男女交際」に関する内容とした。具体的教育内

容は各項目に対して子どもの発育発達に見合った内

容とし、子どもから質問される可能性が高い内容お

よび保護者が教育しうる内容を年齢に応じた言葉で

表記した。（表１、２） 

６．分析方法 

 Excel2013を用い、単純統計分析を行った。 

７．倫理的配慮 

 研究協力校には、本研究への協力は自由意思であ

り、協力しないことでの不利益は一切生じないこと、

匿名性の保持、個人情報の保護を書面にて説明した。

保護者にも同様の内容を書面にして調査票に同封し、

調査票の返送をもって研究協力への同意を得たもの

とした。本研究は、福岡県立大学研究倫理部会の承

認を得て実施した。 

 

結 果 

１．属性 

 回答者の平均年齢は40.0±4.2歳。母親91.0％、父

親6.5％、祖母1.1％、両親0.7％であった。子どもの

平均人数は、2.3±1.0名。家族構成は、核家族世帯
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66.1％、三世代以上が同居する世帯15.5％、ひとり

親世帯15.2％、その他1.4％であった。 

２．就学前の子どもに対する性教育の経験 

 調査対象は277部だが、就学前の家庭性教育に関す

る調査項目が未記入のものが20部あり、それらを除

く257名を分析対象とした。（就学前の家庭性教育に

関する有効回答率92.8％） 

１）就学前の子どもから性に関する質問を受けたま

たは話をした経験（表３） 

 13項目中、子どもから聞かれたり話をした経験が

最も多かった項目は、「ごめんなさい、ありがとう等

の習慣」が93.0％、次いで「子どもが生まれた時の

状況や親の気持ち」86.8％、「プライベートゾーン・

知らない人についていかない」85.6％、「赤ちゃんは

どうやって生まれてくるのか」70.4％の順であった。

最も少なかった項目は「女の人におちんちんがない

のはなぜか」33.9％であった。 

２）就学前の子どもに対する家庭での性教育の対応

状況（複数回答：表４） 

 性に関する内容を子どもに聞かれたり話をした経

験があると回答した者に、どのような対応をしたか

を回答してもらった。対応は次の３つの選択肢とし

た。①子どもが理解できる言葉で真実を話した、②

曖昧に答えたり嘘を答えたりした、③話を変えたり、

聞こえなかったふりをした。３つの選択肢は、複数

回答とした。 

 ①子どもが理解できる言葉で真実を話した者が

90％以上を占めた項目は、「お子様が生まれた時の状

況や気持ち」、「ペニスや陰部の洗い方」、「ごめんな

さい、ありがとう等の習慣」、「プライベートゾーン、

表１ 就学前の子どもへの家庭での性教育内容（調査票掲載内容） 

項目 具体的な教育内容 

受精 ①赤ちゃんはどうやったらできるのか 

妊娠 ②赤ちゃんはどうやって大きくなるのか 

出産 ③赤ちゃんはどうやって生まれてくるのか 

恋愛・結婚 ④なぜパパ又はママを好きになったのか 

性の個人差 ⑤女の人におちんちんがないのはなぜか 

性器の清潔保持 ⑥ペニスや陰部の洗い方はどうするか 

月経について ⑦お風呂で月経に子どもが気づいた 

生命の大切さ ⑧兄弟（姉妹）が生まれた時のこと 

親の気持ち ⑨お子様が産まれた時の状況や気持ち 

人間関係 ⑩ごめんなさい、ありがとう等の習慣 

異性との交際 ⑪好きな子ができた、キスをした等 

性被害 ⑫プライベートゾーン、知らない人についていかない、嫌な時は嫌という等 

多様な性のあり方 ⑬男性で女装しているテレビタレントについて、多様な性について（LGBT等） 

 

表２ 小学生の子どもへの家庭での性教育内容（調査票掲載内容） 

項目 具体的な教育内容 

受精 ①赤ちゃんはどうやったらできるのか 

妊娠 ②赤ちゃんはどうやって大きくなるのか 

出産 ③赤ちゃんはどうやって生まれてくるのか 

恋愛・結婚 ④なぜパパ又はママを好きになったのか 

性の個人差 ⑤女の人におちんちんがないのはなぜか 

性器の清潔保持 ⑥ペニスや陰部の洗い方はどうするか 

月経について ⑦ママが初めて生理を迎えた時の気もち 

生命の大切さ ⑧親族が亡くなった時や人の死について 

親の気持ち ⑨お子様が産まれた時の状況や気持ち 

人間関係 ⑩友達と喧嘩した時の仲直り方法 

二次性徴 ⑪胸のふくらみ、声がわり等 

異性との交際 ⑫好きな異性はいるか 

⑬キスや性交（セックス）について 

性被害 ⑭プライベートゾーン、性被害に合わないための身なりや行動、嫌な時は嫌という等

多様な性のあり方 ⑮男性で女装しているテレビタレントについて、多様な性について（LGBT等） 
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知らない人についていかない、嫌な時は嫌という等」、

「赤ちゃんはどうやって大きくなるのか」、「兄弟姉

妹が生まれたときのこと」、「好きな子ができた、キ

スした」の６項目であった。最も低率であったのは

「赤ちゃんはどうやってできるのか」であり、45.1％

であった。一方、②曖昧に答えたり嘘を答えたりし

た者が最も多かった項目は「赤ちゃんはどうやって

できるのか」であった。③話を変えたり、聞こえな

かったふりをした者が最も多かったのは、「お風呂

で月経血に子どもが気づいた」6.1％であった。 

３）就学前の子どもに対する家庭での性教育に対す

る自信（表３） 

 就学前の子どもに対する家庭での性教育に対する

自信の有無を問うと、自信があると回答した者が最

も多い項目は、親の気持ちや人間関係に関する内容

で、「お子様が生まれた時の状況や気持ち」「ごめん

なさい、ありがとう等の習慣」が共に66.9％、次い

で、性被害に関する項目「プライベートゾーン、知

らない人についていかない、嫌な時は嫌という等」

63.0％であった。自信がない項目で最も多かったの

は、「赤ちゃんはどうやってできるのか」52.1％、次

いで「女の人におちんちんがないのはなぜか」46.7％、

「赤ちゃんはどうやって生まれてくるのか」35.8％

の順であった。 

表３ 就学前の子どもに対する家庭での性教育の経験および家庭で性教育を行うことへの自信の状況 

     N＝257 人数(％)

質問項目 
性に関する質問を受けた経験 性教育を行うことへの自信 

あり なし 無回答 自信あり 自信なし 無回答 

① 赤ちゃんはどうやってできるのか 142(55.3) 115(44.7) 0 74(28.8) 134(52.1) 49(19.1)

② 赤ちゃんはどうやって大きくなるのか 134(52.1) 121(47.1) 2(0.8) 146(56.8) 61(23.7) 50(19.5)

③ 赤ちゃんはどうやってうまれてくるのか 181(70.4) 74(28.8) 2(0.8) 113(44.0) 92(35.8) 52(20.2)

④ なぜパパ又はママを好きになったのか 131(51.0) 123(47.9) 3(1.2) 128(49.8) 79(30.7) 50(19.5)

⑤ 女の人におちんちんがないのはなぜか 87(33.9) 166(64.6) 4(1.6) 86(33.5) 120(46.7) 51(19.8)

⑥ ペニスや陰部の洗い方はどうするか 141(54.9) 112(43.6) 4(1.6) 135(52.5) 71(27.6) 51(19.8)

⑦ お風呂で月経血に子どもが気づいた 131(51.0) 117(45.5) 9(3.5) 118(45.9) 87(33.9) 52(20.2)

⑧ 兄弟(姉妹)が生まれた時のこと 157(61.1) 85(33.1) 15(5.8) 145(56.4) 54(21.0) 58(22.6)

⑨ お子様が産まれたときの状況や気持ち 223(86.8) 31(12.1) 3(1.2) 172(66.9) 36(14.0) 49(19.1)

⑩ ごめんなさい、ありがとう等の習慣 239(93.0) 16(6.2) 2(0.8) 172(66.9) 34(13.2) 51(19.8)

⑪ 好きな子ができた、キスをした等 93(36.2) 161(62.6) 3(1.2) 129(50.2) 76(29.6) 52(20.2)

⑫ プライベートゾーン、知らない人について

いかない、嫌な時は嫌という等 
220(85.6) 34(13.2) 3(1.2) 162(63.0) 43(16.7) 52(20.2)

⑬ 男性で女装しているテレビタレント 

について多様な性について（LGBT等） 
124(48.2) 129(50.2) 4(1.6) 130(50.6) 75(29.2) 52(20.2)

 

表４ 就学前の子どもから性に関する質問を受けた時の対応状況（複数回答） 

    人数(％)

質問項目 n 
子どもが理解できる言

葉で真実を話した 

曖昧に答えたり 

嘘を答えたりした 

話を変えた、聞こえな

かったふりをした 

① 赤ちゃんはどうやってできるのか 142 64(45.1) 72(50.7) 2(1.4)

② 赤ちゃんはどうやって大きくなるのか 134 125(93.3) 6(4.5) 1(0.7)

③ 赤ちゃんはどうやってうまれてくるのか 181 120(66.3) 61(33.7) 1(0.6)

④ なぜパパ又はママを好きになったのか 131 105(80.2) 25(19.1) 2(1.5)

⑤ 女の人におちんちんがないのはなぜか 87 51(58.6) 35(40.3) 1(1.1)

⑥ ペニスや陰部の洗い方はどうするか 141 138(97.9) 2(1.4) 0

⑦ お風呂で月経血に子どもが気づいた 131 102(77.9) 30(22.9) 8(6.1)

⑧ 兄弟(姉妹)が生まれた時のこと 157 146(93.0) 10(6.4) 1(0.6)

⑨ お子様が産まれたときの状況や気持ち 223 221(99.1) 0 0

⑩ ごめんなさい、ありがとう等の習慣 239 231(96.7) 0 0

⑪ 好きな子ができた、キスをした等 93 84(90.3) 5(5.4) 1(1.1)

⑫ プライベートゾーン、知らない人について

いかない、嫌な時は嫌という等 
220 212(96.4) 1(0.5) 1(0.5)

⑬ 男性で女装しているテレビタレントにつ

いて多様な性について（LGBT等） 
124 108(87.1) 12(9.7) 2(1.6)
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３．小学生の子どもに対する家庭での性教育の実態 

１）小学生の子どもに対する性教育の経験（表５） 

 最も多かったものは、「お子様が産まれた時の状況

や気持ち」88.1％、次いで「友達と喧嘩した時の仲

直り方法」81.2％、「好きな異性がいるか」77.6％、

「親族が亡くなった時や人の死について」77.3％の

順であった。最も少なかった項目は、「キスや性交(セ

ックス)について」18.4％であった。 

２）小学生の子どもに対する家庭での性教育の対応

状況（複数回答：表６） 

 15項目について、聞かれたり話をした経験がある

と回答した者に、どのような対応をしたかを選択回

答してもらった。選択肢は①子どもが理解できる言

葉で真実を話した、②曖昧に答えたり嘘を答えたり

した、③話を変えたり、聞こえなかったふりをした

の３つの選択肢であり、複数回答可とした。 

 ①子どもが理解できる言葉で真実を話したとい

う者が90％以上を占めた項目は、「赤ちゃんはどうや

って大きくなるのか」「ペニスや陰部の洗い方はどう

するか」「ママが初めて生理を迎えた時の気持ち」「親

族が亡くなった時や人の死について」「お子様が産ま

れたときの状況や気持ち」「友達と喧嘩した時の仲直

り方法」「胸のふくらみ、声変わり等」「プライベー

トゾーン、性被害にあわないための身なりや行動、

嫌な時は嫌という等」の８項目であった。最も低率

であった項目は、「キスや性交(セックス)について」

であり51.5％であった。 

 ②曖昧に答えたり嘘を答えたりした対応が最も

多かった項目は、「赤ちゃんはどうやってできるのか」

であり42.9％であった。③話を変えたり、聞こえな

かった振りをした対応が最も多かった項目は「男性

で女装をしているテレビタレントについて、多様な

性について(LGBTなど)」であり21.7％であった。 

３）小学生の子どもに対する家庭での性教育に対す

る自信の状況（表５） 

 小学生の子どもへの家庭性教育に対する自信を問

うと、自信があると回答した最も多い項目は「お子

様が産まれた時の状況や気持ち」63.5％であった。

次いで、「赤ちゃんはどうやって大きくなるのか」

63.2％、「友達と喧嘩した時の仲直り方法」55.6％の

順であった。 

 自信がない項目で最も多かったものは、「キスや性

交(セックス)について」52.4.％、「赤ちゃんはどう

やってできるのか」45.8％であった。 

４．保護者が学校に求める性教育の内容（図１：複

数回答） 

 保護者が小学校で教えてもらいたいと考えている

項目を複数回答で問うたところ、上位３項目は「い

のちの大切さ」241名（87.0％）、「男女のからだの違

い」214名（77.3％）、「生理（月経）」211名（76.2％）

であった。下位項目は「望まない妊娠・避妊法」105

名（37.9％）、「性感染症」101名（36.5％）、「結婚」

表５ 小学生の子どもに対する家庭での性教育の経験および家庭で性教育を行うことへの自信の状況 

     N＝277 人数(％)

質問項目 
性に関する質問を受けた経験 性教育を行うことへの自信 

あり なし 無回答 自信あり 自信なし 無回答 

① 赤ちゃんはどうやってできるのか 175(63.2) 92(33.2) 10(3.6) 95(34.3) 127(45.8) 55(19.9)

② 赤ちゃんはどうやって大きくなるのか 196(70.8) 71(40.1) 10(3.6) 175(63.2) 47(16.9) 55(19.9)

③ 赤ちゃんはどうやってうまれてくるのか 208(75.1) 58(20.9) 11(4.0) 136(49.1) 85(30.7) 56(20.2)

④ なぜパパ又はママを好きになったのか 160(57.8) 104(37.5) 13(4.7) 148(53.4) 74(26.7) 55(19.9)

⑤ 女の人におちんちんがないのはなぜか 91(32.9) 176(63.5) 10(3.6) 99(35.7) 122(44.1) 56(20.2)

⑥ ペニスや陰部の洗い方はどうするか 155(56.0) 112(40.4) 10(3.6) 143(51.6) 76(27.5) 58(20.9)

⑦ ママが初めて生理を迎えたときの気持ち 93(33.6) 171(61.7) 13(4.7) 144(52.0) 75(27.1) 58(20.9)

⑧ 親族が亡くなった時や人の死について 214(77.3) 51(18.4) 12(4.3) 163(58.8) 57(20.6) 57(20.6)

⑨ お子様が産まれたときの状況や気持ち 244(88.1) 23(8.3) 10(3.6) 176(63.5) 44(15.9) 57(20.6)

⑩ 友達と喧嘩した時の仲直りの方法 225(81.2) 39(14.1) 13(4.7) 154(55.6) 66(23.8) 57(20.6)

⑪ 胸のふくらみ、声変わり等 163(58.8) 100(36.1) 12(4.3) 150(54.2) 70(25.2) 57(20.6)

⑫ 好きな異性がいるか 215(77.6) 51(18.4) 10(3.6) 148(53.4) 72(26.0) 57(20.6)

⑬ キスや性交(セックス)について 51(18.4) 214(77.3) 12(4.3) 74(26.7) 145(52.4) 58(20.9)

⑭ プライベートゾーン、性被害にあわないた

めの身なりや行動、嫌な時は嫌という等 
164(59.2) 100(36.1) 11(4.0) 141(50.9) 79(28.5) 57(20.6)

⑮ 男性で女装しているテレビタレントにつ

いて多様な性について（LGBTなど） 
161(58.1) 104(37.5) 12(4.3) 142(51.3) 78(28.1) 57(20.6)
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98名（35.4％）であった。「その他」に回答した者は

「不妊症について」「子育ての大変さ」に関する教育

を希望しており、「状況に応じて教えていくのが良い」

と回答した者が１名いた。 

５．家庭での性教育実施状況 

 家庭で性に関する話をする際、どのように実施し

ているかを①子どもから質問があったとき、②大人

からタイミングをみて、③子どもと話す時間や機会

をつくっている、④特に何も考えていない、⑤性教

育に関する本や絵本を見せているの５選択肢で問う

たところ（複数回答可）、最も多かったものは「子ど

もから質問があったとき」222名（80.1％）、「大人か

らタイミングをみて」78名（28.2％）、「子どもと話

す時間や機会をつくっている」56名（20.2％）、「特

に何も考えていない」43名（15.5％）、「性教育に関

する本や絵本を見せている」７名（2.5％）、無回答

４名（1.4％）であった。 

６．家庭での性教育の必要性 

 家庭での性教育の必要性について「とてもそう思

う」と回答した者は60名（21.7％）、「そう思う」177

名（63.9％）、「あまりそう思わない」33名（11.9％）、

「思わない」２名（0.7％）、「無回答」５名（1.8％）

であり、約８割以上の保護者が、家庭で性教育を行

う必要があると回答していた。 

表６ 小学生の子どもから性に関する質問を受けた時の対応状況（複数回答） 

    人数(％)

項目 ｎ 
子どもが理解できる言

葉で真実を話した 

曖昧に答えたり 

嘘を答えたりした 

話を変えた、聞こえな

かったふりをした 

① 赤ちゃんはどうやってできるのか 175 102(58.3) 75(42.9) 5(2.9)

② 赤ちゃんはどうやって大きくなるのか 196 196(100.0) 1(0.5) 1(0.5)

③ 赤ちゃんはどうやってうまれてくるのか 208 167(80.3) 40(19.2) 4(1.9)

④ なぜパパ又はママを好きになったのか 160 138(86.3) 22(13.8) 3(1.9)

⑤ 女の人におちんちんがないのはなぜか 91 74(81.3) 16(17.6) 3(3.3)

⑥ ペニスや陰部の洗い方はどうするか 155 155(100) 0 0

⑦ ママが初めて生理を迎えたときの気持ち 93 93(100.0) 2(2.2) 0

⑧ 親族が亡くなった時や人の死について 214 210(98.1) 6(2.8) 0

⑨ お子様が産まれたときの状況や気持ち 244 242(99.2) 2(0.8) 0

⑩ 友達と喧嘩した時の仲直りの方法 225 219(97.3) 2(0.8) 0

⑪ 胸のふくらみ、声変わり等 163 154(94.5) 9(5.5) 0

⑫ 好きな異性がいるか 215 191(88.8) 17(7.9) 3(1.4)

⑬ キスや性交(セックス)について 51 99(51.5) 15(15.1) 6(6.1)

⑭ プライベートゾーン、性被害にあわないた

めの身なりや行動、嫌な時は嫌という等 
164 155(94.5) 5(3.0) 0

⑮ 男性で女装しているテレビタレントにつ

いて、多様な性について（LGBTなど） 
161 142(88.2) 43(26.7) 35(21.7)

 

 

図１ 保護者が学校に求める性教育の内容 
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７．思春期の子どもをもつ保護者を対象とした性教

育に関する情報提供の必要性 

 「とても必要」62名（22.4％）、「必要」166名（59.9％）、

「あまり必要ではない」38名（13.7％）、「不要」４

名（1.4％）、無回答７名（2.5％）であった 

 

考 察 

１．就学前後の子どもに対する性教育の経験 

 小学校就学前の家庭での各項目別性教育経験率は、

93.0％から33.9％であり、就学後では88.1％から

18.4％であった。これは、就学前後のいずれであっ

ても、性教育経験率は項目によるバラツキがあるこ

とを示唆する。つまり、性教育しやすい項目と性教

育しにくい項目があったことがわかる。しかし、今

回提示した性教育内容について、就学前あるいは就

学後に保護者全員が全く経験しなかった項目はなく、

また、８割以上の保護者が子どもから質問があった

ら話すと回答していた。したがって、今回提示した

すべての性教育内容は、家庭で行う機会がある性教

育内容であり、性教育の機会は保護者ではなく、子

どもがつくっていると考えられる。そのため、性教

育の機会は突然訪れることが予想され、保護者は性

教育に対する知識と心の準備が求められる。 

 本調査は小学校４～６年生の子どもをもつ保護者

を対象に行った。小学校４～６年生といえば二次性

徴が開始される時期であるが、「月経」に関する項目

は、子どもが就学前の方が、話をしたり質問を受け

た経験が５割であるのに対し、小学生では３割程度

に留まっており、家庭において二次性徴に関する会

話や教育があまり話題になっていない現状が明らか

となった。 

 同様に「性被害」の予防に関するプライベートゾ

ーンについて等の話をしたり質問を受けた経験も、

就学前が８割程度なのに対し、小学生では５割程度

と低い傾向がみられた。今回の調査では、「子どもか

ら質問を受けた又は話をした経験の有無」を尋ねた

ため、子どもから質問がなかったということなのか、

保護者から話をしなかったということなのか明確に

することはできない。しかし、月経は女児にも男児

にも必要な知識であり、特に女児は、身近な大人の

月経に対する考え方や価値観、セルフケア行動から

学ぶことが多い。性被害に関する知識も、性被害が

増加している現代だからこそ、家庭内での継続した

教育が欠かせない。高橋
7)
は、幼少期に保護者から性

教育を受けたものほど、思春期に性に関する悩み等

を保護者に相談する行動をとると述べている。子ど

も達が成長し、性に関する悩みを抱えた際、いつで

も相談しやすい関係を構築するために、子どもから

性に関する質問がなくても大人から積極的に実施し、

家庭内で話題づくりをしていくことが必要と考える。 

２．就学前後の子どもから性に関する質問を受けた

（話をした）際の対応 

 就学前の保護者の７割が、挨拶の習慣、出産、親

の気持ち、性被害予防について子どもが理解できる

言葉で真実を伝えている実態が明らかとなった。 そ

の一方で、「赤ちゃんはどうやってできるのか」につ

いては、曖昧、あるいは嘘をついた者が７割を超え

ていた。また「お風呂で月経血に気づいた時」には

話題を変え、あるいは気づかなかったふりをする者

が最も多いことがわかった。保護者は、幼児が理解

できるようにどういう言葉で伝えたらよいか苦慮し

ている現状がうかがえる。 

 小学生の保護者は、14項目中12項目で８～10割の

者が「子どもが理解できる言葉で話した」と回答し

た。その中でも「子どもが産まれた時の状況や気持

ち」「赤ちゃんはどうやって大きくなるか」「親族が

亡くなった時や人の死」についてそう答えた者は９

割以上であった。一方、「赤ちゃんはどうやってでき

るのか」については、曖昧あるいは嘘をついた者が

４割を超えていた。また、話を変えたり聞こえなか

った振りをした対応が最も多かった項目は、「LGBT

について」であった。小学校学習指導要領には、受

精に至る過程は取り扱わないことが明記されてお 

り
8)
、LGBTに関する教育の必要性が教育現場に求め

られたのも平成27年以降のことである
9)
。保護者自身

も性交やLGBTに関する教育を受けてこなかったこ

とから、それらの内容に関して子どもに話をしたり、

教育をするということは困難な状況なのではないか

と考える。 

３．就学前後の子どもに家庭で性教育を行う自信の

状況 

 就学前では「お子様が生まれた時の状況や気持ち」

「ごめんなさい、ありがとう等の習慣」、小学生の保

護者については「子どもが産まれた時の状況や気持

ち」「赤ちゃんはどうやって大きくなるか」に関して

「話をする自信がある」と回答した者が６割と最も

多かった。これはきょうだいの妊娠や出産、子ども

の誕生日など、自身の体験を言葉にして伝える性教
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育であり、オープンにいつでも語れる内容であるこ

とが影響していたと考えられる。 

 一方最も自信がないものは、就学前「赤ちゃんは

どうやってできるのか」、小学生「キスや性交につい

て」であった。小学校学習指導要領においても、授

業の中では受精に至る過程、つまり性交について取

り扱わないことを明記しており、保護者自身もこれ

までに系統的・実践的な性教育を受ける機会がなか

ったことが影響していると考えられる。宍戸ら
10)
に

よると、保護者は、マスメディアや友人から性情報

を得ており、正しい性知識を学ぶ機会が乏しかった

こと、性を否定的に捉え、子どもに対して性を自分

の言葉で語ることが困難な現状であることを報告し

ている。また、保護者世代が受けた性教育は、初経

教育や妊娠に伴う生理的なものに留まっている場合

がほとんどであり、子どもに経験を話すほどの自信

にまでは至っていない
11)
ことが指摘されている。 

 今回の調査では、全項目において「話をする自信

がある」と答えた者は７割以下であった。しかし、

５割以上が「自信がある」と答えた項目については、

子どもから性に関する質問を受けた際、８割以上が

「子どもが理解できる言葉で真実を話した」と回答

した。一方、「話をする自信がない」と答えた「赤ち

ゃんはどうやったらできるのか」「キスや性交(セッ

クス)について」は、「曖昧に答えたり嘘を答えた」

「話を変えた、聞こえなかったふりをした」対応を

した者が多くみられた。よって、性教育に対する自

信の有無が、子どもへの対応の仕方に影響している

可能性が示唆された。保護者の性教育に対する自信

を高めることによって、家庭で保護者が子どもの性

に関する質問・疑問に対しても真摯に向き合う機会

が増えるのではないかと考える。村井ら
12)
は、保護者

の自己効力感向上を目的とした小学校３年生の保護

者向け家庭性教育プログラムを作成・実施した結果、

保護者の性教育のスキル及びそれを実行する自信が

高まり、自信の有無が性教育の実践にも関わること

を明らかにしている。今後、保護者の家庭での性教

育スキルを向上させる支援を行い、自己効力感を高

める家庭性教育支援について検討する必要があると

考える。 

４．保護者が小学校での性教育に求める内容 

 保護者が小学校で教えてもらいたいと考えている

項目の上位は「命の大切さ」「男女の身体の違い」「生

理(月経)」であり、これらの内容は学習指導要領に

含まれ学校でも実施されている
13)
。しかし、下位項目

ではあるが「望まない妊娠・避妊法」「性感染症」を

教えて欲しいと考えている保護者が100名程いたこ

とは注目すべき点である。中学３年生で避妊や性交

を教えることに抗議が上がる中
14)
、小学生への性教

育でその内容を教えてほしいと考えている保護者が

いることは、早期から正しい知識を身につけ自分の

身を守るためにそれらの知識が必要と考えているの

ではないだろうか。その他に「不妊症」「子育ての大

変さ」に関する教育を希望している保護者もいた。

簡単に性情報にアクセスできてしまう社会状況や近

年児童の性被害が増加していることから
15)
も、小学

生でも自分の身を守る方法や将来を見据えた教育が

求められていると考える。 

５．家庭での性教育を支援する必要性 

 家庭での性教育について、８割以上の保護者が「必

要」と考えていたが、家庭での性教育は「子どもか

ら質問があったら行う」ことが最も多く、積極的に

性教育を実施している保護者は半数程度であった。

このことから、未就学児の子どもを持つ保護者同様、

家庭では保護者が積極的に性教育を実施していると

いうよりも、子どもが性教育を実施する機会を作っ

ていると考えられる。一方、約８割の保護者が家庭

で性教育を行うための支援を必要としていることか

ら、大人が改めて性を学びなおす機会が求められて

いると考える。特に話を逸らしたり嘘を答えたりす

る傾向にあった「キスや性行為（セックス）につい

て」「LGBTについて」に関しては、保護者自身もこ

れまで教育を受ける機会がなかったことから、まず

子どもに性を伝えていく役割を担う大人が、偏りの

ない性知識と態度を身につけることが必要不可欠で

ある。 

 今回の調査で把握できた実態を基に、今後家庭で

の性教育支援に向けた具体的内容を考え実施してい

きたい。 

 

結 論 

１．８割以上の保護者が家庭で性教育を行う必要性

を感じており、その際の教育的支援を必要として

いた。 

２．家庭で行っている性教育で最も多かった項目は、

就学前「ごめんなさい、ありがとう等の習慣」239

名（93.0％）、小学生「子どもが産まれた時の状況

や気持ち」244名（88.1％）であった。 
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３．家庭で行っている性教育で最も少なかった項目

は、就学前「女の人におちんちんがないのはなぜ

か」、小学生「キスや性交について」であった。 

４．子どもから性に関する質問があった（または話

をした）際「子どもが理解できる言葉で真実を話

した」対応が最も多かった項目は、就学前「子ど

もが産まれた時の状況や気持ち」、小学生「赤ちゃ

んはどうやって大きくなるのか」「ママが初めて生

理を迎えた時の気持ち」。「曖昧に答えたり嘘を答

えたりした」対応が最も多かった項目は、就学前、

小学生共に「赤ちゃんはどうやってできるのか」

であった。「話を変えたり聞こえなったふりをした」

対応で最も多かった項目は、就学前「月経につい

て」小学生「キスや性交について」であった。 

５．話をする自信が最もある項目は、就学前、小学

生共に「子どもが産まれた時の状況や気持ち」で

あった。逆に最も自信がないものは、就学前「赤

ちゃんはどうやってできるのか」、小学生「キスや

性交について」であった。 

６．話をする自信の有無が、子どもから性に関する

質問を受けた際の対応に影響していることが示唆

された。 

  今回得られた結果を基に、保護者が自信を持っ

て子どもへの性教育を実施できるような支援を検

討していきたいと考える。 

  本研究は、平成28年度福岡県立大学研究奨励交

付金（プロジェクト研究新規分）の助成により実

施し、その報告書の一部をまとめた。また、本研

究は第32回日本助産学会学術集会にて発表した。 
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